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1. 対象 高次脳機能障害をもつ当事者と家族 1名ずつを 1組とし、10組を対象とした。 
2. プログラムの概要 プログラムは、個人面談は 5回、集団セッションは 3回、教育プロ
グラムは 4回を組み込み、隔週 1回、計 8回実施し、最後に修了証書を授与した。 











1. 対象者の概要 研究参加への同意を得られた当事者 5 名、家族 6 名、合計 11 名分析対
象とした。当事者は、発症期間が 2～5年以上経過 3名、20年以上経過 2名であった。
家族は、母親 3名、父親 1名、妻 1名、同胞 1名であった。 
2. 目標達成度 全当事者は「達成可能な目標とその対策」を立案し、うち 3名の記憶や注
意に関する目標は達成度が高かった。他 2 名は、「対人関係やコミュニケーション」に
関する目標の達成度が低かったが、家事動作を通して家族間の交流を図ることができた。 







入終了後 1ヶ月には、介護負担と QOLともに、介入前の状態に戻った。介護負担や QOL





6. プログラムの評価 5名中 3名の当事者が、記憶や注意に関する目標を達成し、他 2名
は「対人関係やコミュニケーション」に関する目標を立案し、達成度が低かった。介入
によって、当事者は「健忘性」を中心とした行動の特徴が縮小化し、作業記憶が改善し、
家事動作の獲得がみられた。ほぼ全家族の介護負担が軽減し、QOL が向上したが、介入
終了後、持病の悪化や将来の不安から介入前の介護負担や QOLの状態に戻った。 
Ⅳ．考察 
 本研究の“自己の気づき”を促す生活支援プログラムは、当事者と家族に対して、個人
面談、教育プログラム、集団セッションを実施する中で、知的気づき、体験的気づき、予
測的気づきにつなげられたと考えられる。記憶や注意に関する目標は、目標達成度が高か
った。また、家族は「肯定的なフィードバック」や「期待感」を伝えることで、当事者が
継続的に取り組むことを支えていた。介入前後で介護負担感の軽減と QOL の向上が確認で
きたという点で、家族に対して一定の効果があったと考えられる。しかし、介護負担の軽
減や QOL の向上が一時的であったことから、プログラムの効果を維持するためには、継続
プログラムの必要性が示唆された。 
Ⅴ．結論 
高次脳機能障害の当事者は、記憶や注意に関する目標が目標達成につながっていた。当
事者の行動は、「健忘性」が縮小化し、それに伴って感情面や課題解決力も改善した。介入
後、家族の介護負担は軽減し、QOLの向上につながった。効果は一時的であったが、家族の
高次脳機能障害の知的気づきが体験でき、支援方法の充実化につながったことが示された。 
